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大
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の
仲
間
入
り
 

町
と
教
育
委

員
会
が

主
催
す
る

恒
例
の
「

成
人
を

祝
う
会
」
が

八
月
＋
五
日
、
 

中
央
公

民
館
で

開
催
さ
れ

百
五
＋
四
人
が

大
人

の
仲
間
入

り
を
し

ま
し
た
。
 

今
年
の
成
人
対
象
者
は
去
年
 
午
前
十
時
、

昭
和
二
十
八
年
度
 
着

く
と
、
古
川
町
長
が
「
貴
任
 

行
く
夏
を
惜
し
む
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、 

の
持
て
る
り
っ
ぱ
な
社
会
人
と

し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。」
と

あ
い
さ
つ
。
野
宮
議
長
、
花
田

一
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
工

藤
文
久
連
合
青
年
団
長
が
次
々

激
励
と
お
祝
い
の
こ
と
ぱ
を
述

べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
町
長
か
ら
中
谷
吉

範
成
人
代
表
へ
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
同
じ
く
代
表
の
原
幸
子
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

終
戦
記
念
日
と
同
じ
こ
の
日

白
川
兼
五
郎
氏
の
 
「古
里
の
ル
 

ー
ツ
を
た
ず
ね
て
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
終
る
と
ち
ょ
う
ど

十
二
時
、
出
席
者
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
会
食
を
し
な
が
ら
、
 

轟
く
太
鼓
。
子
供
た
ち
の
か

け
声
。
乱
舞
す
る
若
者
。
ま
つ

り
の
華
ね
ぶ
た
運
行
も
盛
況
の

う
ち
に
終
り
ま
し
た
。
 

今
年
の
ね
ぷ
た
は
、
金
木
で

十
一
台
、
嘉
瀬
で
三
台
、
喜
良

市
十
三
台
の
合
わ
せ
て
二
十
ヒ

台
。
な
か
で
も
嘉
瀬
ね
ぷ
た
愛

好
会

（
原田
寛
会
長
）
の
手
作

り
に
よ
る
扇
ね
ぷ
た
の
運
行
は
、
 

今
年
で
五
年
目
。「ヤ
ー
レ
ヤ

ー
 

レ
」
 
の
か
け声
も
年
を
増
し
て

大
き
く
な
り
、
す
っ
か
り
定
着

し
ま
し
た
。
嘉
瀬
に
も
ね
ぶ
た

を
ー
。
と
昭
和
五
十
五
年
の
夏
 
 か

ら
始
め
ら
れ
た
ね
ぶ
た
運
行

も
夜
空
を
焦
が
す
勇
壮
な
武
者

絵
が
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
と

し
て
ま
た
ー
つ
増
え
て
い
く
よ

う
で
す
。
 

、
 r

人
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世
帯
 

よ
り
二
人
少
い
百
五
十
四
人
で
 

生
ま
れ
の
百
四
十
八
人
が
席
に
 

ーこのー票 よい町、よい人、よい心 金小 6年 中 野 香 苗― 

奴
踊
り
と
荒
馬
の
郷
土
芸
能
も

披
露
さ
れ
、
人
生
の

一
区
切
り

を
し
た
新
成
人
た
ち
は
、
次
の
 

「
 
世

代
を
担
う
べ
く
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。
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8月31日現在 前月比

世帯数 3,890世帯 0 

人 口 14,329人 ＋1 

男 6,893人 ＋4 

女 7,436人 ― 3 
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町
と
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
恒
例
の
「
成
人
を
祝
う
会
」
が
八
月
十
五
日
、

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
百
五
十
四
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
対
象
者
は
去
年
午
前
卜
時
、
昭
測
・
下
八
年
唖
満
く
と
、
古
川
町
長
が
「
幽
征

よ
り
二
人
少
い
百
八
卜
川
人
で
生
ま
れ
の
百
四
十
八
人
が
席
に
の
持
て
る
り
っ
ぱ
な
社
会
人
と

捌
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

藤
文
久

激
励
と

く
ま
し

こ
の

範
成
入

れ
、
Ｍ

ん
が
謝

終
戦

白
川
雑

－
ツ
を

記
念
鮴

十
二
時

を
捧
げ

り
ま
し

ま
た

奴
踊
り

披
露
さ

世
代
を
担
う
べ
く
決
意
を
新
た

を
し
た
新
成
人
た
ち
は
、
次
の

に
し
て

し
て
活

あ
い
さ

町
社
会
福
祉
協
鍍
会
長
、

恥
雌
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と

つ
。
野
宮
砿
長
、
花
川

会
福
祉
協
織
会
長
、
工

連
合
げ
年
朋
長
が
次
々

お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述

た
。あ

と
町
長
か
ら
中
谷
吉

代
表
へ
肥
念
品
が
畑
ら

じ
く
代
表
の
原
幸
子
さ

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

紀
念
日
と
何
じ
こ
の
日

五
郎
氏
の
「
古
咀
の
ル

た
ず
ね
て
」
と
題
し
た

櫛
が
終
る
と
ち
ょ
う
ど

、
出
席
者
全
只
で
黙
祷

、
峨
没
行
の
鯉
福
を
祈

た
。

、
会
食
を
し
な
が
ら
、

と
荒
馬
の
郷
止
芸
能
も

れ
、
人
生
の
一
区
切
り

い
ま
し
た
。

ヴ

･】う
ち
に
終
り
ま
し
た
。

今
年
の
ね
ぶ
た
は
、
金

十
一
台
、
辮
瀬
で
三
台
、

巾
十
三
台
の
合
わ
せ
て
・
一

合
。
な
か
で
も
溌
瀬
ね
ぷ

好
会
（
雌
川
寛
会
艮
）
の

り
に
よ
る
胴
ね
ぶ
た
の
連

今
年
で
八
年
、
。
「
ヤ
ー
レ

レ
」
の
か
け
声
も
年
を
期

大
き
く
な
り
、
す
っ
か
り

し
ま
し
た
。
嘉
瀬
に
も
ね

を
Ｉ
。
と
昭
和
五
卜
五
年

縁
く
太
鼓
。
子
供
た
ち
の
か

け
声
。
乱
舞
す
る
悲
者
。
ま
つ

り
の
推
ね
ぶ
た
運
行
も
盛
況
の

行
く
夏
を
惜
し
む
ｖ
、
・

ｉ
二
十
七
台
の
ね
ぶ
た
を
運
行

金
木
で

のぶ定しヤ行Fた‐|‐喜
夏た浴てIは作 愛 七 良

、

か
ら
始
め
ら
れ
た
ね
ぶ
た
通
行

も
夜
空
を
熊
が
す
勇
壮
な
武
者

絵
が
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
と

し
て
ま
た
一
つ
端
え
て
い
く
よ

う
で
す
。人

口
と
世
帯

8月31日現在前月比

世帯数3,890世帯0

人口14,329人十1

男6,893人十4

女7,436人－3
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(鋪221弓-） 金木だより（2）

｢住みよい町づくり」に

已日億S¥ES万B千円を投入
昭和58年度一般会計決算まとまる。

､

歳｡,_出､』
，昼トー■可，．■‘ｰ 【1F

叩
可
室

入

一
般
会
計
は

八
千
七
百
六
十
三
万
二
千
円
の
黒
字

ｎ
班
財
源
に
兄
合
う
支
出
額
は
、
人
件
笹
と
維
持

修
繕
慨
の
合
汁
額
と
ほ
ぼ
Ｍ
一
で
窮
迫
財
政
は
変
わ

ら
ず
、
町
価
の
支
払
利
息
は
二
億
六
千
八
百
万
円
。

地
方
交
付
税
は
四
割
以
上
を
占
め
、
町
税
や
使
用

料
及
び
手
数
料
な
ど
の
白
主
財
源
は
、
全
体
の
二
十

七
％
に
当
た
る
八
億
四
百
十
六
万
九
千
円
。

衛生費
465,040

衛生1
465，

』

霞●．
教育費
373,982

費
,982 地方交付税

1，261，730
373,982

総務費
351，592

総務費
351，592

民生費
305，813 2,850,658

千円
2,938,289

千円
町税
4兜､961

農林水産費
303，833303,833

町債
341,200
町債
341,200

熱肖

熟？
i8 国■支出金

193.帥3
庫支出金

F

H費
54

1蕊雲
､自励車取御交付金25.4“
･その他12,646

県

贈零言麗:鰯＝＝当-L
商 ェ 費 4 4 , 露 － － 一 一 一

災害擾1日■36,453--..--
労価■10.1翠一---.-

ｳ・”農,人誉繕‘!に…職"” 町民1人当たりが納めた税金34,634円

、あ

老人保健特別会計 国民健康保険特別会計

歳入･･…………･…･･･442,153千円

支払韮金交付金…312,717=FI']

I'111i支111金…･……･･84,861千円

県支川金･･……･…21,590=FIII

その他…･…“…22,985千円

歳出･･………･･･……・428,307千円

医撫!ihY?･･･…･･,426,301千円

，満支出金…………2,006｢l11

1人当たりに使った医療費

35,466円

歳入“･･･…･…･…･…･771,082千円

l'ili,li支出金･……･･473,505千円

傑険税．．……･248,341千円

繰越金…･…..･･･22,396千円

その他……･･…･26,840千円

歳出･･…．.…･………・744,888千円

給付金………514,893千円

老人保健拠出金…192,857=1zl'j

総拐岱･……･････321521千円

その他……･･･…4,617千円

1世帯当たりが納めた保険税

90,195円

′に使った事業R281,728円

ど

｜

」

I－兇て聞いて向分で一票いれましょう金小6年徳田明美一

▲一 戸



（3）金木だより (第221．号）

第
一
○
九
回
町
議
会
で
承
認

第
一
○
九
Ｍ
町
雛
会
定
例
会

が
九
月
七
日
に
開
催
’
十
三
ｎ
、

昭
和
五
十
八
年
度
決
算
が
縄
疋

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
算
報
告
に
よ
る
と
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
い
ず

れ
も
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
経

蛮
節
減
や
財
源
の
安
定
確
保
が

効
を
奏
し
た
反
面
、
収
入
で
は

町
税
の
し
め
る
割
合
が
一
、
七

割
で
二
千
四
百
四
万
八
千
円
の

収
入
未
済
額
が
残
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
で
は
、
八
千
七
百

六
十
三
万
一
千
円
の
黒
字
で
、

今
回
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
そ

の
概
要
を
招
介
し
ま
す
。

性 質別内訳 ’

区 決算額
千円

849．021

285,519

522，852

4，104

36，546

766，296

505，790

193,994

311，796

267,860

267，735

125

226,531

76，064

72，170

42，392

23，080

21,454

雄
％
躯
叩
“
皿
咽
”
”
“
四
叫
罪
叩
泗
諏
率
咽
叱
叱

構
２
１
１
２
１
１

分

1． 投 資

||内皿&単独

‘’県営
|訳
，災 害

的
一
事
一
事
一
事
一
事

経
一
業
一
業
一
業
一
業

費
一
費
一
賢
一
費
一
費

金
木
だ
よ
り
編
集
践
川
に
二

百
八
十
五
万
五
千
円
、
車
庫
建

築
工
躯
に
Ⅷ
百
三
十
万
円
、
納

税
貯
蓄
組
合
報
償
金
に
八
百
五

十
五
万
六
千
円
、
各
種
談
幽
選

挙
渋
に
一
千
三
百
十
四
万
一
千

円
、
行
政
協
力
委
員
研
修
我
用

に
百
七
十
五
万
二
千
円
、
各
種

印
刷
製
本
識
に
四
百
五
十
九
万

2 ．人件費

3．補助的経費

内'一部事務組合経費
訳| そ の他

4．公債費

|緊跨獣難
水
稲
育
苗
用
ピ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
投
瞳
事
業
に
四
百
七
万
四
千

円
、
災
害
経
営
資
金
利
子
補
給

に
二
千
九
十
六
万
六
千
円
、
牧

場
の
肥
料
術
入
岱
に
三
百
二
十

六
千
円
、
消
防
覗
務
組
合
負
担

金
に
一
値
四
千
五
百
十
一
万
一

千
円
、
ボ
ン
・
フ
白
助
巾
峨
入
に

五
百
六
十
一
万
六
千
円
。

物件費

扶助的経費

積立金

維持修繕費

５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８

9．投資・出資・貸付金

10．繰出金

｜
民
生
費
・
衛
生
費
一

保
育
所
給
食
材
料
に
一
千
五

百
九
十
六
万
七
千
円
、
街
灯
新

没
及
び
修
理
黄
に
二
百
九
十
九

万
七
千
円
、
重
度
身
障
者
医
療

衝
に
九
百
二
十
六
万
七
千
円
、

老
人
福
祉
事
務
組
合
負
担
金
に

六
百
八
十
九
万
九
千
円
、
基
地

公
園
造
成
及
び
墓
石
工
事
に
九

百
八
万
一
千
円
、
各
種
検
診
検

査
委
託
料
に
四
百
九
十
二
万
九

千
円
、
保
健
セ
ン
タ
ー
新
築
工

万
九
千
円
、
畜
産
総
合
対
飛
幌

業
補
助
に
六
百
三
十
三
万
二
千

円
、
転
作
特
定
作
物
振
興
対
策

蛎
業
補
助
に
六
百
六
十
三
万
八

千
円
、
娠
作
中
核
集
川
行
成
対

簸
螂
堆
衲
助
に
四
百
三
十
万
円

灘
良
市
腱
免
腱
通
蛎
業
負
担
金

に
七
面
七
十
八
万
九
千
円
、
広

域
艇
道
川
地
購
入
没
に
二
千
六

百
八
十
一
万
七
千
円
、
林
道
藻

瀬
線
開
投
工
慨
に
一
千
七
百
二

十
万
円
。トー

竃
fI","
､

●ﾉ

幌
に
八
千
二
百
五
万
円
、
火
葬

場
新
築
工
事
に
五
千
五
百
二
十

一
万
二
千
円
、
衛
生
処
理
組
合

負
担
金
に
三
千
六
百
六
十
Ｗ
万

四
千
円
、
金
病
負
担
金
に
一
億

九
万
二
千
円
、
水
道
事
業
補
助

金
に
九
千
四
百
七
十
万
二
千
円
。

町
遊
舗
装
新
投
工
事
に
六
千

百
九
十
三
万
九
千
円
、
町
道
側

溝
整
備
に
三
千
三
百
六
十
五
万

九
千
円
、
大
東
ヶ
丘
線
特
改
工

事
に
二
千
百
三
十
四
万
円
、
町

営
住
宅
建
設
及
び
用
地
購
入
に

五
千
三
百
八
十
五
万
五
千
円
。

水道事業会計’

水道事業収益………200,438千円

うち給水収益…………86,196千円

水道事業伽W･……･･193,142千円

うち支払利息………..81,552千円

資産合計……･･"･･1,020,860千円

負価・資本合！汁…1,020,860千円

当年度純利益･…･･……7,296千円

年度末未処理欠損金…79,521千円

給水原価.．………･…337.61円/㎡

供給単価･……･…･,･･160.36円/㎡

一世帯当たりが納めた水道料金

26,507円
〃 に使った顎麹？

59,392円

校
医
委
託
料
に
百
三
万
八
千

円
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
金
に
二

百
九
十
六
万
二
千
円
、
修
学
旅

行
援
助
賀
に
二
百
二
十
八
万
八

千
円
、
給
食
援
助
饗
に
三
百
七

十
三
万
六
千
円
、
小
中
学
校
光

熱
水
費
に
一
千
二
百
七
十
六
万

六
千
円
、
金
中
用
地
購
入
蜜
に

一
億
四
百
十
三
万
二
千
円
、
南

中
便
所
改
修
工
事
に
三
千
二
百

万
円
、
公
民
館
前
舗
装
工
事
に

二
百
六
十
万
円
、
中
体
連
選
手

派
遣
助
成
に
二
百
十
九
万
七
千

円
ス
キ
ー
場
整
備
に
百
七
十
万
円
。

－ あなたです選挙の流れをかえる人南中1年加賀谷武志一
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総
務
費
．

掲
防
費

農
林
水
産
業
費

‐簿

土
木
と
費

教
育
費
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金木だより（4）（第221号）

嘉瀬小
相撲で東北を制覇

鋪
三
Ｍ
束
北
学
亜
枡
撲
大
会
が

さ
る
八
川
二
十
三
川
、
中
収
町

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

嘉
瀬
小
学
校
（
神
成
忠
尚
校
艇

Ｉ
児
童
二
八
九
人
）
が
決
勝
で

八
戸
の
長
者
小
学
校
を
逆
転
で

下
し
、
兄
事
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
福
胤
県
を
除
く

東
北
五
県
か
ら
二
十
二
校
、
百

三
十
人
の
選
手
が
参
加
し
、
斑

瀬
小
は
予
選
リ
ー
グ
で
、
秋
川

蝿
の
井
川
小
に
二
’
三
で
敗
け

は
し
た
も
の
の
大
館
南
に
五
’

○
、
花
岡
小
に
門
’
一
で
勝
ち

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し

ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、

八
校
す
べ
て
が
苛
森
県
勢
で
占

め
ら
れ
癌
瀬
小
は
森
川
小
に
四

東
北
、
県
相
撲
連
盟
主
惟
の
’
一
で
圧
勝
。
準
決
勝
で
は
弘

出
稼
ぎ
に
よ
る
覗
故
を
な
く

そ
う
１
．
と
去
る
八
月
十
七
日
、

中
央
公
民
館
に
約
箇
五
十
人
が

集
り
「
出
稼
ぎ
安
全
就
労
大
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
出
嫁
就
労
苫
組
合
の

総
会
に
引
き
統
き
行
わ
れ

た
同
大
会
で
は
、
神
蛎
に

よ
り
出
稼
ぎ
背
の
安
全
を

祈
願
し
、
出
席
者
が
神
妙

な
而
持
ち
で
お
被
い
を
受

け
ま
し
た
。

金
木
町
か
ら
は
、
約
千

門
百
人
が
主
に
東
京
、
神

奈
川
、
北
海
道
方
面
に
冬

前
の
致
速
小
を
閂
’
一
で
下
し
、
○
広
瀬
勝
し
た
て
な
げ
平
刈
内

出
稼
ぎ
は
無
鐸
製
鯲
労
大
会

一
Ｐ
．

蛍‘段
・差､：

●1

○○

沢吉I)jilll 雌ぜ夫も将敗小上 決
勝

期
間
出
稼
ぎ
し
ま
す
が
、
出
席

者
は
、
安
心
し
て
働
け
る
会
社

で
慨
故
の
な
い
洲
稼
ぎ
を
し
よ

う
Ｉ
。
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

勝
で
は
優
勝
候
補
の
乖
頭
に

げ
ら
れ
て
い
た
八
ｍ
の
長
背

と
対
戦
。
先
峰
、
次
陣
と
一
一
連

し
た
あ
と
中
堅
、
刑
将
、
大

で
三
連
勝
し
逆
転
優
勝
し
た

の
で
す
。
引
串
の
中
谷
真
瑳

教
諭
は
、
「
ベ
ス
ト
８
が
せ
い

い
だ
と
思
っ
て
い
た
。
」
と
金

に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

▼
決
勝
対
及
背
戦

中
利
昭
よ
り
き
り
巴
○

川
治
し
た
て
な
げ
太
川
○

崎
弩
表
よ
り
た
お
し
小
笠
原

川
川
伸
お
く
り
だ
し
伊
藤

一一一一一一一

成 原鯉花
IIIIII滝1II 南

部
地
域
（
嘉
瀬
中
柏
木
）

（
）
内
は
全
体
数
値
。

▼
Ⅲ
収
率
鎚
・
８
両
・
３
）
％

▼
川
稼
ぎ
に
つ
い
て

「
賃
金
が
安
く
て
も
誘
致
企
業

で
働
け
る
方
が
よ
い
」
と
答
え

た
人
は
躬
・
０
（
帥
・
４
）
％

で
次
に
「
賃
金
優
先
」
調
・
３

（
”
・
３
）
％
「
農
繁
期
に
休

め
な
い
の
で
出
稼
ぎ
す
る
」
皿

・
６
（
９
．
１
）
％

▼
将
来
の
姿

「
生
汲
環
境
の
整
術
さ
れ
た
町
」

塑
・
８
（
”
・
８
）
％
「
基
盤

「
ゆ
た
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
の

●
車

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
そ
の
三

戸
籍
の
窓
八
月
届
出

|はじめましてお
め
で
と
う

願裕映
降－剛子
へヘク一式へ

現雅俊公
治光沽仁
一一一一

金斑蒔金

映子ちゃん

7月19日生まれ

体重3,5409
金木

花田公仁長女

ｒ
・
画
■
同
‐ 木瀬｜|｜木

●
桑原中陳秋尾
llllll谷川元野

の
整
怖
さ
れ
た
農
業
の
町
」
訂

・
２
（
理
・
６
）
％
「
地
場
産

業
の
発
展
し
た
町
」
郡
・
０
（

詔
・
２
）
％

▼
金
木
町
の
塒
住
性

「
ま
あ
ま
あ
で
あ
る
」
調
・
３

（
妬
・
６
）
％
「
住
み
に
く
い
』

詣
・
８
（
型
・
０
）
％
「
住
み

よ
い
」
調
・
９
（
四
・
８
）
％

▼
繋
伽
を
望
む
施
投

「
生
満
道
路
」
脂
・
６
（
皿
．

５
）
％
「
子
ど
も
の
遊
び
場
」

哩
・
９
（
Ｍ
・
２
）
％
「
灰
娠

施
設
」
皿
・
８
（
ｎ
．
４
）
％

史
子
（
勝
彦
）
金
木

淳
弥
（
毅
）
神
原

鯆
（
忠
典
）
中
柏
木

泉
（
明
良
）
川
愈

椥
幸
（
蝦
）
中
杣
木

袖
輔
（
不
二
治
）
蒋
良
市

－－

ノ

須
崎
多
紀
夫

新
岡
ス
エ

中
谷
ナ
リ

今
萬
五
四
郎

桑
川
汽
男

水
上
ス
ナ

白
川
ユ
キ

今
與
之
助

佐
藤
光
江

今
次
男

泉
谷
優
太
（
幸
二
川
倉

卿
川
貴
之
（
孝
治
）
蒔
川

泉
谷
堅
太
郎
（
雅
彦
）
川
倉

中
谷
優
太
（
彰
哨
）
川
倉

工
藤
美
津
穂
（
雑
誠
）
喜
良
市

へへへへ へ へ へ
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金五金中喜稲中稲五嘉北嘉中中
所里良垣柏垣所海柏里

木市木町 市 村 木 村 市 瀬 遊 瀬 木 町

お
し
あ
わ
せ
に

お
く
や
み

へ ヘヘヘヘーーーベヘヘへ

76468168776858807640
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嘉
瀬

神
原

川
倉

喜
良
市

喜
良
市

金
木

川
倉

喜
良
市

金
木

喜
良
市

Q

本ポI1毅一－住みよい町を育てる一歩 は選挙から金巾3年塚


